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例会発表要旨

コンピューターのデザイン教育への活用

北尾和信

コンピュータの進歩にともなう社会の変

化,発 展はめざましい ものがあ り,1980年

代 に入ると,パ ソコンの高性能 ・低価格化

と相 まって,高 度情報化社会に対応 した教

育を推 し進めるべ く,情 報処理教育機器 と

して教育現場への導入が行なわれた。これ

らの機器は,造 形教育において も優れた機

能を有することから,デ ザイン教育にも活

用 されることとなった。このようにしてコ

ンピュータは,企 業 ・研究機関における汎

用機 によるデザ インへのアプローチの研究

と同時に,パ ー ソナルコンピュータによる

教育現場でのデザイン教育への活用法の研

究 とが,同 時にすすんで行 くことになった。

パーソナルコンピュータは,情 報処理機

器としてのその本来の機能か ら,デ ザイン

解析,デ ザ イン評価などのデータベース作

成,デ ー タ処理 に使 われる一方,ス キャ

ナー,デ ジタイザー,プ ロッター,ビ デオ

カメラ,プ リンターなどの入 ・出力機器が,

高機能を付加 され,造 形面で も大 きな影響

を与 えた。

一つは
,過 去 に電子 顕微 鏡やX線 写真

などが,い ままで見ることので きなかった

新 しい造形の世界を現出 したように,そ の

優れた数値演算機能は,サ イン曲線,高 次

曲線 再帰ルーチ ンによるフラクタル図形,

マ ンデルブロー集合,カ オス図形など,数

値的に しか表現で きなか った図形 を表現可

能にし,数 学 と造形の結 びつ きを深 めた。

一方で は
,道 具 としての各種 のパソコン

CADシ ス テムが ソフ トハ ウスよ り提供 さ

れ,こ れらソフ トを活用 したデザイン教育

を可能にした。

今回の発表では,こ のパソコンCADを

デザ イン教育に取 り入れた場合の利用の可

能性,そ の問題点を探ったもので,使 用す

るパ ソコ ンCADの 機 器構成 は,以 下のよ

うなものである。

・ハードウェア
16BitIHD20M内蔵)ll20x750ドソト16色表示パソコン
PC-98XL
スキャナー〔エプソンGT-4(100),デジタイザー(ワコム),
カラープリンター〔PR-801),XYプロソター(ムトーip200)
・ソフトウェァ
2次元 ペイントソフト,2次 元 製図ソフト,3次 元
サーフェイスモデルソフト

パソコンCADは,人 間の創造力,判 断

力,直 感力に,コ ンピュータの高速かつ正

確な処理能力 ・記憶力 を付加 し,迅 速で信

頼性 の高いデザイン活動を可能 にして くれ

る。このコンピュータの特質を利用すれば,

学 生の創造力 を引き出す手段 として十分 に

機能する。

むしろソフ トの操作法などの指導を行な

わず,コ ンピュー タとソフ トウェアが常 に

自由に使用 で きる環境 を提供す るこ とに

よって,学 生は予想以上の結果を出して く

れる。特 に感性の砥 ぎ澄まされた学生 ほど,

更 なるイメージの展開をはかるため,コ ン

ピュータとよ りよい関係 をつ くり出す。 コ

ンピュータの出現 によって変えるべ きもの

は,デ ザインの教育方法ではな く,環 境で

はないだろうか。コンピュータは,さ らに

表現技術を高 め,表 現技術などの時問と制

約か ら解放 し,わ れわれが取 り組 まなけれ

ばならない本来のデザ インの重要性を認識

させ,デ ザインをいっそう面 白い ものにし

て くれた。

(きたお・かずのぶ 大阪樟蔭女子大学)
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